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{ヨ的lP5:色:怠選数は務出力の上昇と 1ご降の絡みイヤ;わせによっ
て進行されるやそして、送球に筋mカを務部するためには、
出力上芥キ!?とト降初などの切り換えを!円滑に制御すること
が;監禁であるむ例えi玄、カを抜きながら次にJを入れる、
カを抜きながらそのカを維持する、みを抜きながらさらに、
)Jを抜くというように、カを絞く次の筋出力様式の巡し aに
よって力を抜く場'煽の続線メカニズムは3もなると考えられ
る合そこで、本研究では筋出カト下手相と 3つの異なる筋出
力様式(筋向)J上昇、綾子手、下鋒)を組み合わせた?設題を
設定し、，ち懇怨におけ'る出力!~'待相の脊穀 L〆ベルでの興奮
宇1:，の調節について比較することを日約としたむ t方法}被
験者は健E誌な成人予j1'}8名を用いた。被験者は安楽純子に
~()、課題でポされるターゲット;こ合わせるよう起関郊痕.
1括返動によ})J訪日jカを総長iJした。実験諜緩とレて第出).J下
!h'tt…上芥'滋鏡、下降…維持謀議、下降…下降認慈の3つの
繰i還を設定し、それぞ札40凶行ったの義課員抵で訴される夕、ー
ゲットと実絡に出みされたカの絶対談遂の結果より、誤を
の小さい被験者を上住群、誤差の大きい徒数若者:下位群と
した。 H反射段、鋭、題中に!漆織きlSで後援骨神経を経変約
に電気刺激しヒラメ筋から導おした古刺激は、短大M波
に対して5%のM波探絡が得られる強度とし、務出力 1"
i奇相にランダムなタイミングで各課総につき訪問与えた古
各諜題40問中101司は総激無し条約:としたむ導t討されたけ
jえ射の銀総を議;大M訟で鋭怒化し、総出)j下降，係の治学
部と後半msに分け、比較した。また、電気刺激m.ilOOmscc
院の背禁能活動議(RMS)を計溺し、祭大路;窓校総時の筋i舌
勤務:(RMS)で規格化した(%RMS)む{本!j采と考察}令被験
者における H 反射の前半部と後半苦!~の比較では、名、総怒
とも宥j寝:な叢が認められなかったむこれは各銀越において
ターゲットに忘{穫に合わせることができなかった場合が混
在していたためと考えられる。次に、 JJ立撲における H
反射の挺lt誌な、各課題の前半部および後半認で下没者手より
も小さい{期待が観察された。さらに、被験者占の中でも;;果滋
を立総に遂行していた上位群では、 i課題関で背禁銘活幾:抵
の設は認められなかったにもかかわらず、下降一上昇諜懇
では下降…維持課題より務出力下降格にお:jる前半きISから
後半部の H反射の抵下の議u合が大きく、ギrJ.~~な:拡が認め
られたくp <0.05)。湾総に、下降一下降課題でも下降一維
持謀総よち議出力下!毎朝における談半部から後半郊の H
反射のit'ドの窓i合が大きく、宥窓なJJf:がj認められた(p
<0.05)。以上の結果より、 3つの繰越IsJの筋出))'1ご降拐
における税額i動態は脊髄レベルで撲なる可能性が示された。
つまり、上位訴では、務tHカ下持キf:1の次;こ務出丈!をよ:妻子さ
せる1宣言3やさらにド降させる蕊諮において、次に務j:h力を
維持するi直前よりも H反射の利得を低く filJえていると考
えられた。
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